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(1)
検査}果�<精密検査不要=<要精密検査=~いz¼{~区分※w報^さ¼»こx²説明w1要精密検査xzs�場合{�1必z
精密検査²受け»必要|あ»こx²明確{説明w~w�{
000※検体不適正以外~細胞診判定ÿASC-USzyĀ²<要再検査=zy{区分y»~�×wy2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(2)

精密検査~方法{tいv説明w~w�{
ÿ精密検査xwv�1検診}果{ÿuいvコûýスコüプO~組織診や細胞診1HPV検査zy²組�合わ{��~²実施y»こ
x1及びこ¼¹~検査~概要zyĀ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 19 95.0%

(3)

精密検査}果�^区町村{へ報^y»こx1~�Þ~医療機関{精密検査²依頼w�場合�1検診機関|そ~}果²共有y»こx
²説明w~w�{※

00 ※精密検査}果�1個人~同意|zくv�1^区町村や検診機関{対wv提供ÿ能ÿ個人情報保護法~例外事項xwv認�¹¼vい»Ā2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 18 90.0%

(4)

検診~有効gÿ細胞診{¸»子宮頸|³検診�1子宮頸|³~死亡率・罹患率²減少さ{»こxĀ{òえv1|³検診w必z|³
²見tけ¹¼»わけw�zいこxÿ偽陰gĀ1|³|zくv�|³検診~}果|<陽g=xz»場合�あ»こxÿ偽陽gĀzy1
|³検診~欠点{tいv説明w~w�{

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 17 85.0%

(5) 検診受診~ý続ÿ隔年Ā|重要wあ»こx1~�1症状|あ»場合�医療機関~受診|重要wあ»こx²説明w~w�{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(6) 子宮頸|³~罹患�1わ|ÿ~女g~|³~中w比較的[く1~�近年増ò傾向{あ»こxzy²説明w~w�{ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 85.0%

(1) 検診項目�1医�{¸»子宮頸部~検体採×{¸»細胞診~ほ{1問診1視診²行い~w�{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(2)

細胞診~方法ÿ従来法/液状検体法1採×~具Ā²仕様書※{明�w~w�{
00※仕様書x�委託S^区町村x~Y約時{提ûy»書類~こxÿ仕様書以外w�何¹{~�w委託S^区町村{報^wvい¼�¸いĀ
000 医�_|仕様書²作rwvい»場合�1医�_~仕様書²確認wv回�wvく�さい2

○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 95.0%

(3)
細胞診�1直視O{子宮頸部及び腟部è面~全面擦過{¸º細胞²採×w1迅速{処理※w~w�{
00※採×w�細胞�直�{スùイùÀùス{塗抹wv速や{{固定y»こx2~��1直�{液状W検体細胞診用~保存液üøû内{撹拌懸濁w
           固定y»こx2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(4)
細胞診~業務ÿ細胞診~判定�含�Ā²外部{委託y»場合※�1そ~委託機関ÿ施設名Ā²仕様書{明�w~w�{
000※業務²委託wvいzい場合�回�不要wy2医�_|仕様書²作rwvい»場合�1医�_~仕様書²確認wv回�wvく�さい2
0000 回�欄{ハイフンÿ-Ā²入力wvく�さいÿ空欄{wzいwく�さいĀ2

○ ‐ ○ ○ ○ ○ △ ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 94.4%

(5)
検体|不適正x~判定²受け�場合�1当該検診機関w再þ検体採×²行い~w�{※

00※不適正例|あs�場合�必z再þ検体採×²行うこx2~�不適正例|無い場合w�1再þ検体採×²行う体制²有wvい¼�○wy2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 19 95.0%

(6)
検体|不適正x~判定²受け�場合�1当該検診機関wそ~ßö{²検討w1対策²講x~w�{※

00※不適正例|あs�場合�必zßö²検討w対策²講x»こx2~�不適正例|無い場合w�1対策²講x»体制²有wvい¼�○wy2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ 18 90.0%

(7) 検診}果�少zくx�5年間�保存wvい~y{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(8) 問診�1妊娠及び分娩歴1月}~状況1不正g~ûÈ{~症状~有無1過去~検診受診状況{²聴×w~w�{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(9)
問診~上1症状ÿ体|³~症状²含�Ā~あ»者{�1適切z医療機関へ~受診勧奨²行い~w�{
00 ※有症状者|いz{s�場合�1診療へ誘導y»ûüû|予�あ¼�○x回�wvく�さい2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(10) 問診�録�少zくx�5年間�保存wvい~y{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(11) 視診�腟鏡²挿入w1子宮頸部~状況²観察w~w�{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(1)
細胞診判定施設�1公益社団法人日本臨床細胞学_~施設認定²受けvい~y{2
�wく�1公益社団法人日本臨床細胞学_~認定²受け�細胞診専門医x細胞検査士|連携wv検査²行い~w�{

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(2)
細胞診陰gx判断さ¼�検体�1そ~10％以上{tいv1再ス¿úüニンÀ²行い1再ス¿úüニンÀ施行率²報^w~w�{※

000 ※自治体1医�_{{¹再ス¿úüニンÀ施行率~報^²求�¹¼�場合{報^w}»体制|あ¼�○wy2
0000~�公益社団法人日本臨床細胞診学_~認定施設{zいv�1再ス¿úüニンÀ施行率²学_{報^wvい¼�○wy2

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 18 90.0%

(3) 細胞診}果~報^{�1ベセスðシステム²用い~w�{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(4)

全v~子宮頸|³検診標本~状態{tいv1ベセスðシステム~ÿ準{ÿuいv適正・不適正~いz¼{{分類w1細胞診}果{
明�w~w�{※

00 ※必z全v~標本{tいv実施y»こx2一部w�実施wzい場合�不適切wyÿ本調査{�×x回�wvく�さいĀ2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(5)
|³発見例�1過去~細胞所見~見直w²行い~w�{※

00 ※|³発見例{tいv�必z見直yこx2
000 0~�|³発見例|無い場合w�1見直y体制|あ¼�○x回�wvく�さい2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(6) 標本�少zくx�5年間�保存wvい~y{ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(1)
受診者へ~}果~通÷・説明1~��そ~��~^区町村へ~}果報^�1遅くx�検診受診後4週間以内※{zさ¼~w�{
000※・¼施設{¹^区町村²Ïwv受診者{}果²通÷y»場合�1^区町村{遅くx�4週間以内{通÷wvい¼�7wy2
00 00・~�1細胞診判定施設{¹^区町村²Ïwv}果²通÷y»場合�1^区町村{報^期間²確認wv回�wvく�さい2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(2)
|³検診~}果及びそ¼{関わ»情報※{tいv1^区町村や医�_{{¹求�¹¼�項目²全v報^w~w�{
00 ※w域保健・健康増進事業報^{必要z情報²指w~y2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 100.0%

(3)

精密検査方法及び1精密検査ÿ治療Ā}果※ÿ精密検査~際{行s�組織診やコûý診1細胞診1HPV検査~}果zyや1kÛ{
¸sv判明w�組織診断や臨床進行期~こxĀ{tいv1^区町村や医�_{¹求�¹¼�項目~積極的z把握{ú�~w�{
00 ※ w域保健・健康増進事業報^{必要z情報²指w~y2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 19 95.0%

(4)

診断・判定~精þ向上~��~症例検討_や委õ_ (自施設以外~子宮頸|³専門家あ»い�細胞診専門医※²交え�_){²設置
wvい~y{2�wく�1^区町村や医�_{|設置w�症例検討_や委õ_{{参òw~w�{
00 ※当該検診機関{雇用さ¼vいzい子宮頸|³検診専門家あ»い�細胞診専門医²指w~y2

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 16 80.0%

(5)
自施設~検診}果{tいv1要精検率1精検受診率1|³発見率1陽g反応適中þ{~プロセス指標t²把握w~w�{※

※ ・本調査w�令和３年度のプロセス指標値{tいv回�wvく�さい2
     ・¼施設単独w算ûw}zい指標t�1自治体{x連携wv把握wvく�さい2~�自治体{|集計w�指標t²後{¹把握y»こx�ÿwy2

○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ‐ ○ ○ 17 89.5%

(6)

プロセス指標tやñェッ¿úスø~遵Û状況{ÿuいv1自施設~精þ管理状況²ß価w1改善{向け�検討²行svい~y{2
あ»い�1都道府県~生活習慣病検診{管理指導協議_1^区町村1医�_{{¹指導・助言{|あs�場合�1そ¼²参考{w
v改善{ú�~w�{

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 19 95.0%

(1) 回�ÿ○,×Ā項目数 29 28 29 29 29 29 26 28 29 29 29 29 28 29 27 29 28 23 29 28

(2) ß施ÿ○Ā~項目数 29 24 29 29 29 29 26 28 25 29 29 29 28 29 27 27 27 23 29 28

(3) oß施ÿ×Ā1ß施予定ÿ△Ā1o記u~項目数 0 4 0 0 0 0 3 0 4 0 0 0 1 0 2 2 2 5 0 1

(4) 調査対象外ÿÿĀ~項目数 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

(5) 評価ÿo記u�×x�zし~すĀ A B A A A A B A B A A A B A B B B B A B

※T検診機関{おいv1子宮頚|³検診~×組状況²調査票{基u}自己評価し�も~wあº1第三者{¸ºû観的{評価し�も~w�あº~せ³2

※千葉県|³対�審議会予防û早期~見部会w~検討²踏~え1調査{御協力い��い�個w検診機関~う�1評価|A~��B~検診機関~�公表しvい~す2

00ÿ評価|C~��D1o回�~検診機関�掲載しvい~せ³2Ā

āĀ細胞診v定施設w~精度管理

ĂĀ·¹öðxしv~精度管理

調査項目1～Ă~\計

ÿĀØ診者へ~説明ÿ検診~際1あ»い�そ¼{先立っvØ診者y員{対しv行う説明Ā

ĀĀ検診機関w~精度管理
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